
















































































































































































































































































































































































































































































































不 得 意 （n＝7）得 意 （n＝13）理 由
2（28.6）
・外食に頼らず調理に取りか
かりたい
・調理のやり方を理解したい
・できあがりを考える5（38.5）
・普段、化学調味料を使っているので、きちんと出汁を取る
楽しかった
・出汁から取る味噌汁がおいしかった、調理は段取りよくする
・彩りを含め要領よくできるようになる
・不満を言わないで行う
・調理と片付けを進行することで円滑にできるようにする
4（57.1）
・調理の工程を理解したい
・味付けの仕方や、分量を把
握できるようにしたい6（46.2）
・栄養のバランスを考えたい
まあまあ
楽しかった
・安全な調理の仕方
・調理の仕方の工夫や食材の廃棄を考えた実際の量
・材料の確認や準備をしっかり行う
・清潔を意識する
・チームワークをとれるように話し合いを行う
1（14.3）・彩りや盛り付けのタイミング1（ 7.7）・メンバーと話し合うことを心掛けるうんざり
0（ 0.0）1（ 7.7）・周りとのやり取りができるようになるきつかった
注）数字は人数（％）、 小数点第2位四捨五入で示した。
介護福祉士養成課程における生活支援教育の現状と課題
－ 87 －
を意識しながら他者との共同から人間関係を生
活の現実から意図的につくり、要介護者により
好ましい環境を整えるための生活理解に焦点を
合わせた内容になっていないのではないかと疑
問視していた。
そのため、実践能力食支援のための調理実習
を実施するにあたり、筆者は、日常の食に関す
る生活面や技術面を周知していない学生が行う
調理実習への不安はあったが、先行学習として
学生の積極的な意見や書籍を持ち込み真剣な取
り組みや提供された献立の中には、栄養面に
は、過不足や多充足がみられるものもあった
が、嚥下面等立案時から工夫が見られ相応しい
調理形態となり積極的な実習を行うことができ
たと考える。
高齢者の食生活支援を担う介護福祉士をめざ
す学生に対して、「食事の意義と目的」および
「おいしく食べることを支える介護」に重点をお
いた学習を試行したところ、学生の感想（表３）
を纏めた内容から判断すると、特に今回の食支
援実習の経験を生かし、自分でも行いたいとい
う感想から食生活支援のための調理実習を試み
たことは知識に関して学習成果はみられ効果的
であったと考える。尚、学生が作成した栄養値
も把握する必要があるため、筆者が、栄養計算
し調理実習後に全班の栄養値を提示した。その
点では、今後、献立の作成を行う栄養士との連
携についての教育をどのような方法でとりいれ
るか課題ではあるが、栄養士の役割を理解する
ことに繋がり基礎知識が得られたと考える。ま
た、対象学生は、居宅実習を含め多様な生活の
場を経験した後であるため、必要な基礎基本を
学び応用力がつき、特に実習Ⅱ区分である介護
過程の展開を目標とする長期の実習前という期
間であるため、個別性の理解や食支援を通して
他専門職との連携を図るための水準をあげる学
習効果と今後の就職の場を検討する上でも自信
につながると考えられたため今回の実施期間は
妥当だと思われる。また、この調理実習にあた
り設定疾病に応じた分量や栄養価を意識し、そ
れに伴う献立立案を行うことで養成教育の関連
科目の理解に繋がるため、味付け、調理方法や
盛り付け、またコストに関して各班の足並みを
そろえ比較できるように具体的に要介護者のレ
ベル事例を設け基礎力（指定献立調理）の段階
で設定するべきであった。
しかし、意図的に同一施設に実習に行く学生
を単位とし感受性訓練によりグループの成熟を
最も容易にできるのではないかと予測し、事前
に自主的な自由討議を行い、それを通して自己
や他者に対する理解力や集団形成過程への洞察
を高めて社会的な感受性と行動の柔軟性を体得
する学習にしたが、その食支援の中で起こるす
べてのことが学習の教材となり、それぞれのメ
ンバーの関わりの中で決定していくことで協調
性が生じる環境を作ることができたグループや
遠慮が生じ解っていても言い出せないなど、集
団グループごとに差が生じた。
そこで、知識や技術の習得は勿論であるが、
このような小集団において対人コミュニケーシ
ョンのあり方を原理的に体得し、集団の相互作
用を通してリーダーシップを体験的に身につけ
情緒的な過程の理解を重視した基礎的なデイレ
クション能力の担保には結びつかなかったと思
われる。
従って、対人関係の感受性や社会的感受性を
高める方法と同時に、リーダーシップを図る状
況に適合した行動を柔軟にとれるような能力を
開発しなければならないと考える。
Ⅶ．むすび
要介護者のあらゆる困難さは、日常現象の中
に存在するが、その生活支援は、現状として業
務独占化していないため、誰が行ってもよい行
為として捉えられる場面もある。しかし、その
行為と裏づけられた生活支援の実践とでは、本
質において異なりがある。即ち介護福祉士によ
る介護過程の展開としての判断結果は、実践生
活支援技術の法則性を明確にすることであり、
しかもこれらの行為は、日常的であるからこそ
根拠に基づく方法論が十分に伴っていなければ
ならない。
その生活に密着している取り上げた食支援
は、要介護者の歴史的に磨き抜かれた意味やこ
宮下 史惠
－ 88 －
れまでの過程があることを認識することが大切
であり、生活を支える介護福祉にとっては、食
支援の学びにより「生活」の本質を合理的に科
学的な理解をすることができ、その実現に向か
うために身体精神機能を満たすべき生活支援に
繋がるのである。
単に、即戦力を求めるだけではなく、知識と
その根拠ある生活支援技術や社会生活において
も必要とする介護福祉倫理を必要とする汎用的
技術を併せ持つ質の高い養成として構成された
新カリキュラム生活機能の意義を、介護福祉士
が行う家政系生活支援技術に照らしあわせる
と、生活基盤を整える目的は、心身機能や身体
構造の阻害要因部分を補完し、単に医療的ケア
を含む身体支援行為の提供みではなく、潜在能
力持を引き出す生活支援と位置づけられる。こ
の条件に介護福祉士が意図的に働きかけるこ
とで、要介護者の関心を社会に向け介護予防へ
と結びつかせる再生機能が生じ、主体的に生活
行動を拡大していくという目的となりうるので
ある。
そのために生活を支え生命を活性化する介護
福祉士は、個々の要介護者のこれまでの生きて
きた時代背景や生活文化を歴史的視点から構造
的本質を理解した生活支援を視点としなければ
ならないのである。
これらを力点と踏まえ介護福祉教育は、要介
護者の望むその人らしい生活の実現に近づける
ために、個々の心身の状況に応じ変化できる対
応方法を考慮し、根拠ある予測のもと生活支援
を組み立て、柔軟な判断力と理由ある行動力が
求められるが故に、要介護者の心理的理解やこ
うした家政系生活支援技術知識の修得のため
に、未熟な生活経験の浅い学生に対して十分な
時間を確保し合理的で科学的な生活の知識を学
ぶことが生活の本質を理解することに繋がるの
である。
また、地域包括ケアシステムでは、要介護状
態になってもできるだけ地域や在宅での生活を
持続させる方向を目指し、生活の場における医
療的ケアや生活リハビリ、身近な健康管理につ
いては、介護福祉士が一定の役割を担う必要が
あると方向は示されたのであるが、新カリキュ
ラムにおいいての養成科目には、この職務分担
の補助職への指導を含むチームマネジメントに
関する教育は行われていない。これでは介護福
祉士に求められる職務に対応することはできな
い。他介護員に対してのディレクション能力の
備わった専門職として求められる介護福祉士像
となりうるための教育方法は本研究では解明で
きないため、介護福祉教育のあり方を探り、こ
の家政系内容を含む生活支援技術科目の授業内
容についての再検討を今後の新たな調査研究を
重ね深めていくとしたい。
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